































を一層推進すべく、「経済財政運営と改革の基本方針 2016（平成 28 年 6 月 2 日閣議決定）」、
「日本再興戦略 2016－第 4 次産業革命に向けて－(平成 28 年 6 月 2 日閣議決定)」、「科学









































































はじめに ..................................................................... i 
 
目次 ........................................................................ iii 
 
1. プロジェクトの概要 ..................................................... 1 
 
1.1 目的 .................................................................. 1 
 
1.2 各課題の概要 ........................................................... 1 
 
2. 研究機関および研究者リスト(サブプロｂ) ................................. 3 
 
3. 研究報告 ............................................................... 4 
 
3.2  官民連携による超高密度地震動観測データの収集・整備 (サブプロｂ) ....... 4 
 
3.2.1   官民連携超高密度データ収集 (課題ｂ①) ........................... 4 
 
3.2.2   マルチデータインテグレーションシステム開発の検討 (課題ｂ②)  
3.2.2.1 マルチデータインテグレーションシステムに関する技術開発     
(課題ｂ②a) ......... 9 
3.2.2.2  MeSO-net 観測点における地表地震記録の推定 (課題ｂ②b) ........ 15 
3.2.2.3  スマートフォンによる揺れ観測技術の開発 (課題ｂ②c) ........... 23 
3.2.2.4  MeSO-net 観測点～サテライト観測点群間の揺れデータ伝送技術の開発 
(課題ｂ②d) ......... 33 
3.2.2.5 首都圏における過去/未来の地震像の解明（東京大学地震研究所）   
(課題ｂ②e) ......... 43 
3.2.2.6 首都圏における過去/未来の地震像の解明（神奈川県温泉地学研究所） 
(課題ｂ②e) ......... 58 
 
4．活動報告 ................................................................ 64 
 
4.1 会議録 ................................................................ 64 
 
4.2 対外発表 ............................................................. 67 
 



























東京都内 10 店舗で試験観測を開始した。MeSO-net と K-NET、KiK-net の統合による
首都圏版強震モニタを公開した。 
 
(b) MeSO-net 観測点における地表地震記録の推定（防災科研が実施） 
約 80 の MeSO-net 観測点の地表における臨時地震観測結果や、前年度までに実施し
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1) MeSO-net データの受信・蓄積および監視システムの高度化 


































 MeSO-net について一般に広く認識してもらうため、2018 年度にホームページを作成
し、2019 年度には MeSO-net 観測点のなかで線上に配置される観測点の連続波形画像（図
2）を公開した。公開後からのアクセス数は 2020 年 3 月 31 日でのべ 12,196 件となって
いる。トップページの構成は 




の 4 項目となっている。測線波形画像では、5 つの観測線（つくば－藤沢測線、古河－九
十九里測線、霞ヶ浦－富士山測線、入間－銚子測線、鹿島－木更津測線、東京湾横断測線）
が選択できるようになっている。各測線における上下動成分 1 時間分の連続波形を最新か
ら 100 日前まで表示できる。 
波形データダウンロード項目では、防災科研が MeSO-net の運用を開始した 2017 年 4
月 1 日から地震データの取得が可能である。2019 年度の実績では、データダウンロード件






図 2．MeSO-net ホームページ（URL: http://www.mesonet.bosai.go.jp/mrportal/top）
から，測線連続波形画像を選択したときのページ。5 測線のうちのどれかを選択すると，
上下動成分における 1 時間分の波形画像を見ることができる。 
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布について連続波形画像を公開した。2019 年度は台風 15 号による被害を受けた観測点も
あり、昨年度よりも倍近くの維持管理作業が発生した。また、地権者の都合により観測点


























  なし 
 
2)ソフトウエア開発 
  なし 
 
3)仕様・標準等の策定 
 なし  
  
(3) ２０２０年度業務計画案 
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に設置可能な小型地震計を開発し、東京都内 10 店舗での試験観測を開始した。 








度には東京ガス株式会社が保有する SUPREME や課題(2)c で展開しているスマートフォ
ン地震計による地震波形データを、試験的にマルチデータインテグレーションシステム

















図 1 は、2018 年 1月 6日に東京湾(深さ 71km)で発生した M4.7 の地震時の MeSO-net、
MOWLAS の強震観測網(K-NET、KiK-net）、感震ブレーカー、地表階における q-NAVIGATOR 
の各データによる計測震度と、そこから推定した震度分布を示している。K-NET、KiK-net






2)コンビニ店舗内 ATM に設置可能な小型地震計の開発 
首都圏における高密度の地震動データの収集を目的とし、株式会社セブン-イレブン・

















し、2020年 3月 までに都内10店舗で観測を開始した。 
図 3は 2020年 2月 1日 に茨城県南部で発生した M5.3の地震時の MeSO-net、MOWLAS、 
セブン-イレブン店舗での小型地震計による計測震度と、そこから推定した震度分布を
示している。この地震発生時には2店舗で地震計が稼働しており、計測震度はいずれも2
であった。この値は、周辺の MeSO-net や MOWLAS 観測点の値と調和的である。 
 
3) MeSO-net と MOWLAS の統合による首都圏版強震モニタの高度化 











首都圏版強震モニタでは、MeSO-net と MOWLAS による地表でのリアルタイム震











図 4 首都圏版強震モニタのスナップショット（3 秒間隔）。 
 
図 4 は 2018 年 7 月 7 日に発生した千葉県東方沖の地震時の首都圏版強震モニタの




















(e) 学会等発表実績  
1)学会等における口頭・ポスター発表 




























3.2  官民連携による超高密度地震動観測データの収集・整備 
3.2.2 マルチデータインテグレーションシステム開発の検討 






とにより、地盤増幅特性の評価や地盤の S 波速度構造の推定を行う。 
 
(b)２０１９年度業務目的 
   前年度に引き続き、MeSO-net 観測点（約 80 地点）の地表において、一定期間の臨
時地震観測を実施することで、地表と地中（深さ約 20m）の双方で地震記録を取得し、
地中から地表までの増幅特性を検討する。また、前年度までに実施した微動アレイ観
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・MeSO-net 観測点（約 80 地点）の地表において、一定期間の臨時地震観測を実施する
ことで、地表と地中の双方で地震記録を取得し、地中から地表までの増幅特性を検討
した。 




1) MeSO-net 観測点における地表地震観測および増幅特性の推定 
a) 地表地震観測 
地表地震観測は、対象となる MeSO-net 観測点 293 地点のうち千葉県内の 64 地点およ
び東京都内の 16 地点の計 80 地点について実施した（図 1）。観測期間は 1 地点あたり 2～
3 ヶ月とし、1 期で 20 地点ずつ観測し、計 4 期で実施した。ただし、今年度は台風やその
他事情に起因するいくつかのトラブルがあり、地表における地震観測記録が得られたのは
計 77 地点であった。 






収録時のサンプリング周波数を 200Hz、レンジを JU310 については±1.0G、JU410 につ
いては±4.0G とした。 
 







の諸元を表 1 に示す。 
 
















origin time Lat.(deg.) Lon.(deg.) depth(km) Mj epicenter name Term
20190525 15:20:46.7 35.357 140.290 38 5.1 northeast of Chiba 1st
20190601 07:58:10.6 35.368 140.293 35 4.7 northeast of Chiba 1st
20190624 09:11:44.1 34.928 139.963 61 5.2 off southeast of Chiba 1st
20190729 00:34:57.4 35.812 140.940 24 4.3 off east of Chiba 2nd
20190730 05:37:43.9 32.912 140.777 59 5.9 off east of Hachijo island 2nd
20190804 19:23:03.5 37.707 141.632 45 6.4 off Fukushima 2nd
20190823 20:49:37.3 35.350 140.017 40 4 south of Chiba 2nd
20190914 11:54:38.3 35.647 140.165 62 4.1 northwest of Chiba 2nd
20191009 04:58:30.3 35.798 140.113 62 4.2 northwest of Chiba 2nd
20191012 18:21:53.6 34.673 140.648 75 5.4 off southeast of Chiba 2nd
20191031 11:06:33.8 35.800 140.112 62 3.8 northwest of Chiba 3rd
20191122 05:23:49.9 36.070 139.890 45 4.5 south of Ibaraki 3rd
20191203 10:18:04.6 36.142 139.817 52 4.7 south of Ibaraki 3rd
20191203 20:02:03.7 35.733 139.967 78 3.8 northwest of Chiba 3rd
20191204 10:38:53.1 36.808 140.538 9 4.9 north of Ibaraki 3rd
20200103 03:23:53.3 35.810 141.115 34 5.8 off east of Chiba 4th
20200114 04:53:49.2 36.077 139.883 46 4.8 south of Ibaraki 4th
20200114 13:25:49.8 36.122 140.875 52 4.9 off Ibaraki 4th
20200201 01:11:21.5 35.673 140.712 50 5 off east of Chiba 4th
20200201 02:07:47.5 35.968 140.063 63 5.3 south of Ibaraki 4th




表 2 を見ると、比較的軟弱な埋立地や三角州などの主な低地系では 0.5 を下回る地点が多
く，平均値も 0.5 程度である。その一方で、比較的固いローム台地などの台地系ではほぼ
すべての地点で 0.5 より大きく，特に 1.0 を超える地点が比較的多くみられることが特徴

























2)MeSO-net 観測点における微動アレイ観測結果から得られた S 波速度構造に基づく増幅
率の検討 
 ここでは、地盤増幅指標の一つとして、地表から地中地震計が設置されている深さ 20m
までの S 波速度構造に対する平均 S 波速度 (m/s)を算定した。算定方法として式
( )20 20 / i i
i
AVS H Vs =  
 
∑ を用いた。ここに、Hi は第 i 層の層厚、Vsi は第 i 層の S 波速
度を表す。 
図 4 は MeSO-net 観測点における S 波速度構造および AVS20(m/s)を図 3 と同じ観測点
について示している。比較的固いローム台地等の台地系では、工学的基盤層が深さ 20m 以
内に現れており、AVS20 も比較的大きい値を示している。一方、軟弱な埋立地や三角州な
観測点コード 微地形区分 都県 住所 震度増分 観測点コード 微地形区分 都県 住所 震度増分
E.URMM 干拓地 千葉県 浦安市 0.53 E.TTOM 砂礫質台地 千葉県 いすみ市 0.41
E.UTKM 埋立地 千葉県 浦安市 0.16 E.SSNM ローム台地 千葉県 山武市 0.87
E.NNBM ローム台地 千葉県 鎌ケ谷市 0.95 E.YSOM ローム台地 千葉県 四街道市 1.18
E.SEBM ローム台地 千葉県 鎌ケ谷市 0.98 E.SRIM ローム台地 千葉県 千葉市若葉区 0.56
E.MKBM 谷底低地 千葉県 市川市 0.94 E.NTNM ローム台地 千葉県 千葉市中央区 1.07
E.MNHM 干拓地 千葉県 市川市 0.43 E.KYTM ローム台地 千葉県 千葉市緑区 1.12
E.STKM 干拓地 千葉県 市川市 0.60 E.OJCM ローム台地 千葉県 千葉市緑区 0.76
E.TRSM 三角州・海岸低地 千葉県 市川市 0.56 E.TOCM ローム台地 千葉県 千葉市緑区 1.11
E.NMDM ローム台地 千葉県 船橋市 0.85 E.MHKM 砂州・砂礫州 千葉県 大網白里市 0.24
E.OANM ローム台地 千葉県 船橋市 1.25 E.KZMM 丘陵 千葉県 長生郡一宮町 0.85
E.KIMM 三角州・海岸低地 東京都 江戸川区 0.46 E.TAKM 砂州・砂礫州 千葉県 長生郡長生村 0.40
E.KK2M 三角州・海岸低地 東京都 江戸川区 0.55 E.MSKM 砂州・砂丘間低地 千葉県 長生郡白子町 0.44
E.KMGM 三角州・海岸低地 東京都 江戸川区 0.39 E.SRKM 砂州・砂礫州 千葉県 長生郡白子町 0.48
E.KRPM 埋立地 東京都 江戸川区 0.42 E.HYDM ローム台地 千葉県 東金市 1.06
E.NKSM 干拓地 東京都 江戸川区 0.42 E.MNYM ローム台地 千葉県 東金市 1.36
E.SBAM 干拓地 東京都 港区 0.36 E.KSHM ローム台地 千葉県 八街市 1.13
E.TKMM ローム台地 東京都 港区 0.73 E.NOBM ローム台地 千葉県 八街市 1.04
E.AYHM ローム台地 東京都 渋谷区 0.81 E.SNJM 谷底低地 千葉県 茂原市 0.79
E.GNZM 干拓地 東京都 中央区 0.37 E.TREM 砂礫質台地 千葉県 茂原市 0.89
E.NSHM 砂礫質台地 千葉県 夷隅郡大多喜町 0.26 E.KSGM 砂州・砂礫州 東京都 台東区 0.50
E.OBTM 丘陵 千葉県 君津市 1.24 E.DICM 砂州・砂礫州 千葉県 旭市 0.33
E.MSRM ローム台地 千葉県 四街道市 0.60 E.TYHM 砂州・砂丘間低地 千葉県 旭市 0.30
E.YGHM ローム台地 千葉県 四街道市 0.89 E.YSSM 砂州・砂礫州 千葉県 旭市 0.36
E.YROM 砂礫質台地 千葉県 市原市 0.69 E.KBTM 三角州・海岸低地 東京都 葛飾区 0.48
E.TMHM ローム台地 千葉県 市原市 0.87 E.KCBM 三角州・海岸低地 東京都 葛飾区 0.58
E.ANSM 砂州・砂礫州 千葉県 市原市 0.40 E.RYNM 三角州・海岸低地 東京都 葛飾区 0.53
E.NS7M 埋立地 千葉県 習志野市 1.07 E.NKMM ローム台地 千葉県 香取郡多古町 0.87
E.HNSM ローム台地 千葉県 習志野市 0.89 E.TK2M ローム台地 千葉県 香取郡多古町 0.84
E.SONM ローム台地 千葉県 千葉市花見川区 0.90 E.TKWM ローム台地 千葉県 香取郡多古町 0.47
E.YKDM ローム台地 千葉県 千葉市花見川区 0.86 E.IIDM ローム台地 千葉県 匝瑳市 0.60
E.MNMM ローム台地 千葉県 千葉市若葉区 0.89 E.SSHM ローム台地 千葉県 匝瑳市 0.53
E.SW2M 埋立地 千葉県 千葉市美浜区 0.72 E.TBKM 砂州・砂礫州 千葉県 匝瑳市 0.42
E.YNDM 谷底低地 千葉県 袖ヶ浦市 0.89 E.TNRM 砂州・砂礫州 千葉県 東金市 0.48
E.YUKM ローム台地 千葉県 袖ヶ浦市 0.86 E.KOYM ローム台地 千葉県 富里市 0.59
E.NKDM ローム台地 千葉県 八千代市 0.85 E.SNSM ローム台地 千葉県 富里市 0.77
E.NNSM 谷底低地 千葉県 木更津市 0.69 E.MKJM 砂州・砂礫州 東京都 墨田区 0.69
E.NGOM 後背湿地 千葉県 木更津市 0.40 E.RYGM 干拓地 東京都 墨田区 0.44
E.TMOM 砂礫質台地 千葉県 木更津市 1.42 E.YKKM 干拓地 東京都 墨田区 0.60
E.KNDM 三角州・海岸低地 千葉県 木更津市 0.56
20 
 
どの低地系では、工学的基盤層が深さ 40m を超える層まで現れず、AVS20 は比較的小さ
い値を示している。図 3 で示した増幅特性の違いをある程度反映しているものと考えられ
る。 
 図 5 は MeSO-net 観測点における AVS20 の分布を示す。全体としては、台地系で比較
的大きくなっており、低地系で比較的小さい値を示していることがわかる。 
  
図４ 今年度の各観測地点における S 波速度構造および AVS20(m/s)の例 
（図 3 と同じ観測点を示している） 
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 1) 首都圏の住宅・企業等を対象に一般モニター募集を継続し、スマートフォン地震計 
端末を設置した。 
 2) モニターからの問い合わせ対応ならびに運用状況の把握を行った。 
 3) モニター募集サイトへ「たてもの地震健康チェック」結果サンプルの掲載を実施した。 
 4) 改良した治具プロトタイプを用いた加振実験を実施した。 




















2020 年 3 月 20 日現在の稼働数は配布 138 台中、66 台（48%）となっている。 
 
図２ 2019 年度旬別稼働状況グラフ 
 
c) ユーザーからの意見集約 
2020 年 2 月時点で設置しているモニターを対象にアンケートを依頼した。 





  2019 年度の設置状況は以下の表１．表２．のとおり 61 台設置した。 














































































































配布台数 77 78 90 103111115115115116117116116119122125125126125125127128128129131132133134134134136137137138138138
稼働台数 28 26 31 38 44 50 43 41 43 41 43 54 58 51 51 52 50 53 54 51 53 51 53 42 47 51 45 60 65 69 69 59 63 64 66





































 建物構造 2017 年度 2018 年度 2019 年度 通年 
RC 造 15 16 28 59 
鉄骨造 9 1 7 17 
木造 20 15 26 61 





2017 年度  2018 年度  2019 年度  通年  備考  
1 階建  0 0 1 1 木造 1 
2 階建  25 17 29 71 木造 56、RC 造 4、
S 造 11 




6 10 15 31 RC 造 29、S 造 2 
11 ～ 20
階建  
6 4 8 18 すべて RC 造  
21 階建
て以上  
3 0 2 5 すべて RC 造  
































3) 壁（中央の地震計）：改良治具に iPod Touch を設置し、治具は両面テープで固定 
4) 壁（向かって右の地震計）：改良治具に iPhone を設置し、治具は両面テープで固定 
 
図６ スマートフォン地震計の設置状況（2 地点とも同様に設置） 
3F 設置箇所  
2F 設置箇所  
N 方向  






















3F edf-A08（治具使用、iPhone 8 plus） 
 

























































 モニターを募集しての観測を昨年度に引き続いて実施し、2020 年 3 月 20 日現在、ユ
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3.2.2.4 MeSO-net 観測点～サテライト観測点群間の揺れデータ伝送技術の開発 






































2018 年度までの検討において、揺れデータを MeSO-net 観測点まで収集するために省
電力無線マルチホップネットワーク(LPMN: Low Power Multihop Network)技術 1)を採用





クを形成する。無線方式には 920MHz 帯特定省電力無線を採用している。 
 
 
図 1 LPMN システム構成 
 
2018 年度は、東大弥生キャンパスにある MeSO-net 観測点の周囲にサテライト観測点
を構築することを想定して、試作した揺れデータ伝送無線機とデータ収集装置を東大弥生
キャンパス敷地内に設置して地震観測試験を実施した。この試験において無線機で観測さ
れた地震波形と、同地点にある MeSO-net 観測点で観測された地震波形を比較した図を図 
















2019 年度では、加速度 3 軸のみが測定可能で雑音レベルの小さい加速度センサである
ADXL3553)に変更した装置を試作した。MPU-9250 を搭載した無線機と ADXL355 を搭載
した無線機を用いて、机上において Z 軸方向に加わる加速度の雑音を測定した結果を図 3
に示す。それぞれの加速度センサの特定の区間の平均振幅を比較すると、雑音振幅が約 10
分の 1 になっていることがわかった。 
 
 











2019 年度試作した無線機では、通常は 1 分周期で通信することで省電力化を実現した。
更に、加速度センサが揺れを検出した際に 1.2 秒周期で振動データを送信することで、省
電力化しつつ振動データの収集も従来とほぼ同じ時間で完了することができる。 
装置の各動作状態の消費電流特性を図 4 に示す。装置は地震を観測中には平均 0.216mA、
データ送信中は平均 10.7mA、データ受信中は平均 11.1mA、地震検出中は平均 3.8mA の
電流を消費する。この結果から、単一電池 2 個相当の 15000mAh の電池を搭載し、地震の
検出頻度を１日に 2 回、24 回と仮定した場合の、通信周期ごとの電池寿命を概算した結果
36 
 
を図 5 に示す。約 1 分の通信周期にした場合の電池寿命を試算すると、1 日に 2 回の地震
を検出する場合は約 3 年、1 日に 24 回の地震を検出する場合は約 1.8 年となることがわか





と仮定して電池寿命を試算すると、1 日に 2 回の地震を検出する場合は約 1.5 年、1 日に
24 回の地震を検出する場合は約 0.9 年程度となる。 
 
 
図 4 装置の消費電流特性 
 
 










図 6 に東大弥生キャンパス及び本郷キャンパス内に設置した装置の場所を示す。1 台の









図 6 東大弥生キャンパス及び本郷キャンパスでの装置設置場所 
 
2020 年 2 月 12 日 19 時 39 分頃に発生した地震を観測した波形を図 7 に、2020 年 2 月
17 日 12 時 40 分頃に発生した地震を観測した波形を図 8 にそれぞれ示す。それぞれ横軸
は観測開始時間からの経過時間を秒単位で表したものであり、縦軸は測定された加速度を
示す。気象庁発表によると、2 月 12 日と 2 月 17 日に発生した地震いずれも観測地点の揺
れは震度 1 であった。2 月 12 日の地震については ID6 のみ、2 月 17 日の地震については












図 7 2020 年 2 月 12 日 19 時 39 分に発生した地震の観測波形 
 
 
図 8 2020 年 2 月 17 日 12 時 40 分に発生した地震の観測波形 
 
b) 防災科学技術研究所つくば本所での試験観測 
図 9 に防災科学技術研究所つくば本所に設置した装置の場所を示す。1 台のデータ収集











図 9 防災科学技術研究所での装置設置場所 
 
2020 年 3 月 15 日 19 時 9 分頃に発生した地震を 3 台の無線機で観測した結果を図 10
に、2020 年 3 月 31 日 20 時 23 分頃に発生した地震を 6 台の無線機で観測した結果を図 
11 にそれぞれ示す。それぞれ横軸は観測開始時間からの経過時間を秒単位で表したもので
あり、縦軸は測定された加速度を示す。気象庁発表によると、3 月 15 日に発生した地震で










図 10 2020 年 3 月 15 日 19 時 09 分に発生した地震の観測波形 
 
 





度センサの低雑音化により雑音振幅を 10 分の 1 まで低減できた。また、長期間設置に向
けた高度化として通信周期を 1.2 秒周期から 1 分に変更することで省電力化を実現し、試
作した無線機を単一電池 2 個で駆動させた場合、3 年間電池駆動が可能であることがわか
った。さらに、東大地震研及び防災科学技術研究所つくば本所に無線機を設置し、地震観
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2020 年 9 月までに揺れ検出閾値の個別設定が可能な無線機を試作して動作試験を行う。
また、2021 年 3 月までにこれらを屋外設置して地震の自動観測試験を行う。最終年度まで
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図２ 相対増幅率を考慮して得られた三次元減衰構造(10 Hz の例) 
 
３）関東下の 3 次元地震活動予測モデルの開発 
関東地方下 100km の深さまでに発生した地震の活動度を解析・予測するために、CSEP
日本で予測を試行中の２次元階層的時空間 ETAS（HIST- ETAS）モデルを拡張した。経度
x、緯度 y、深さ z および時刻 t における３次元デロネ（４面体）分割を基礎とした 3 次元









図３ 2018 年 6 月 16 日時点における、関東地方の地震活動率の予測。色凡例の単位は M≥4
イベント数 /日 /度 3 で、暖色ほど発生確率が高いことをあらわす。＋記号は、予測後に 2018 年
11 月までに発生した M≥3 の地震。(a) 深さ 10km における発生確率と深さ 15 km 以浅の地



























































































３）関東下の 3 次元地震活動予測モデルの開発 
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探るために、 1. Ｓ波の RF 解析を実施し、P 波の RF 関数では検出できない不連続面














そのために、まず行ったのは S 波 RF 解析である。P 波 RF は遠地地震の P 波の後続
波から Ps 変換波を検出することができるのに対し、S 波 RF は S 波の先駆波から Sp 変
換波を検出することができる。そのため、何らかの理由で P 波 RF では検出できない不
連続面が、S 波 RF では検出できる可能性があると考えた。また、低速度な表層が存在
する領域の地震波形には多重反射波が含まれる。遠地地震の P 波によって励起される
Ps 変換波と多重反射波はともに P 波の後続波となるが、S 波によって励起される Sp 変
換波は S 波の先駆波、多重反射波は S 波の後続波となり、S 波 RF 上では S 波に対する
到達時刻によりそれらを分離することができる。そのため、S 波 RF を用いると、多重
反射波によって不連続面の検出が困難である解析領域東部の不連続面についても検出
できる可能性がある。  
しかし、S 波 RF 解析を行ったところ、遠地地震の S 波はノイズレベルが大きく、P
波 RF と同様の Quality Control を適用すると解析可能な S 波 RF の数が少なくなり、信
頼性の高い P 波 RF と同様の基準で不連続面を検出することが難しいことや、S 波 RF






 次に、解析領域中部で観測される初動振幅の小さい RF を説明できる地下構造を、RF
の波形合成を行って試行錯誤しながら探索した。  
 まず、地震波の減衰の大きさが RF 振幅にどのように作用するかを調べた（図２a）と
ころ、減衰は不連続面の検出を困難にはするが RF の初動振幅に大きな影響を与えない
ことが分かった。次に、地震波速度の値そのものを変化させて RF を合成した（図２b）。




























トモグラフィ解析 1)で得られた速度分布に基づき P 波速度が 7.8 km/s の等速度面の深さ






これまでの P 波 RF 解析と同様の震源と観測点のデータを用いて S 波 RF 解析を行
った。現時点では、解析領域中部では S 波 RF を用いてもモホ面を検出できていない
が、その原因として S 波 RF のノイズレベルが大きいことや不連続面の検出限界が浅す
ぎることが挙げられる。 





今後は、まず P 波 RF の初動振幅に上部マントルの速度不均質が大きく影響している
「可能性」が確かかどうかという点を突き詰める。具体的には、既往のトモグラフィモ
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を 2 回開催した。 
 
【第 1 回】 
・日時：2019 年 6 月 18 日（火）14：00～17：00 
・場所：防災科学技術研究所 交流棟 
・出席者： 
東京大学地震研究所                     平田 直 
東京大学地震研究所                     酒井 慎一 
東京大学地震研究所                     鶴岡 弘 
東京大学地震研究所                     中村 亮一 
東京大学地震研究所                     熊澤 貴雄 
東京大学地震研究所                     石瀬 素子 
株式会社 東芝                       佐方 連 
株式会社 東芝                       長久保 咲絵 
温泉地学研究所                       本多 亮 
温泉地学研究所                       安部 祐希 
防災科学技術研究所                     青井 真 
防災科学技術研究所                     東 宏樹 
防災科学技術研究所                     木村 武志 
防災科学技術研究所                     上野 友岳 
防災科学技術研究所                     木村 尚紀 
防災科学技術研究所                     川北 優子 
防災科学技術研究所                     古屋 貴司 
防災科学技術研究所                     郡司 文彦 
文部科学省                         山田 豊 
 
・議事次第 
14：00      開会 
14：00-14：10  PJ 全体概要説明 
                    プロジェクト総括  平田 直 
                    プロジェクト統括  酒井 慎一 
                    プロジェクト統括  青井 真 
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     14：10-15：25【サブテーマ進捗と計画】（各 10 分＋質疑応答 5 分） 
 
「官民連携超高密度データ収集」             上野 友岳 
「マルチデータインテグレーションシステムに関する技術開発」 
                           木村 武志 
「MeSO-net 観測点における地表地震記録の推定」     先名 重樹 
「スマホ地震計の設置に関する開発」             東 宏樹 
「MeSO-net 観測点～サテライト観測点群間の揺れデータ 
                伝送技術の開発」  佐方 連 
 
      15：25-15：35      ～休憩～ 
 
        15：35-16：05 
「首都圏や伊豆地域における過去/未来の地震像の解明」 酒井 慎一 
「首都圏や伊豆地域における過去/未来の地震像の解明」 安部 祐希 
        16：05-16：35   民間企業との連携紹介  
        16：35-17：00   中間評価に向けた議論 
                   閉 会 
 
【第 2 回】 
・日時：2019 年 11 月 29 日（水）14：00～17：00 
・場所：株式会社 東芝 研究開発センター（川崎市幸区小向東芝町 1）   
・出席者: 
東京大学地震研究所                     平田 直 
東京大学地震研究所                     酒井 慎一 
東京大学地震研究所                     鶴岡 弘 
東京大学地震研究所                     長尾 大道 
東京大学地震研究所                     中川 茂樹 
東京大学地震研究所                     中村 亮一 
東京大学地震研究所                     熊澤 貴雄 
東京大学地震研究所                     石瀬 素子 
株式会社 東芝                       佐方 連 
株式会社 東芝                       工藤 浩喜 
株式会社 東芝                       長久保 咲絵 
温泉地学研究所                       本多 亮 
温泉地学研究所                       安部 祐希 
防災科学技術研究所                     青井 真 
防災科学技術研究所                     東 宏樹 
防災科学技術研究所                     木村 武志 
防災科学技術研究所                     上野 友岳 
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防災科学技術研究所                     木村 尚紀 
防災科学技術研究所                     先名 重樹 
防災科学技術研究所                     若井 淳 
防災科学技術研究所                     古屋 貴司 
防災科学技術研究所                     大久保 友美 
文部科学省                         齋藤 憲一郎 
文部科学省                         石山 信郎 
文部科学省                         山田 豊 
 
・議事次第 
14：00     開 会 
14：00-14：20 プロジェクト全体概要説明・中間評価の結果など 
                    プロジェクト総括  平田 直 
                    プロジェクト統括  酒井 慎一 
                    プロジェクト統括  青井 真 
 
14：20-15：20【サブテーマ進捗状況】 （各 10 分＋質疑応答 5 分） 
 
「官民連携超高密度データ収集」            上野 友岳 
「マルチデータインテグレーションシステムに関する技術開発」 
                           木村 武志 
「MeSO-net 観測点における地表地震記録の推定」    先名 重樹 
「スマホ地震計の設置に関する開発」          東 宏樹 
                
15：20-15：35      ～休憩～ 
 
15：35-16：20 【サブテーマ進捗状況】 （各 10 分＋質疑応答 5 分） 
 
「MeSO-net 観測点～サテライト観測点群間の揺れデータ 
                  伝送技術の開発」 佐方 連 
「首都圏や伊豆地域における過去/未来の地震像の解明」 
                      酒井 慎一/ 安部 祐希 
 
16：20-16：50   民間企業等との連携紹介 
16：50-17：00    議 論  
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地震記録 に よる 影響 
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サブプロジェクト（b）研究統括 酒井慎一、青井 真 
